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不
足
や
人
材
不
足
、
活
動
場
所
が

な
い
！　

な
ど
、
活
動
領
域
の
閉

そ
く
感
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
地
方
自
治
法
で
策
定

す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
、
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な

る
「
第
３
次
長
期
総
合
計
画
」
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
か
つ
機

動
的
に
こ
た
え
ら
れ
、
市
民
活
動

団
体
を
支
え
る
個
々
人
の
自
己
実

現
意
欲
を
生
か
す
仕
組
み
と
も
い

え
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
内
で
活
動
す
る
市

民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
も
、
参
加

を
考
え
て
い
る
あ
な
た
も
、
情
報

　

近
年
、
福
祉
・
環
境
・
国
際
協

力
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
市

民
活
動
が
活
発
化
し
、
ま
た
そ
の

社
会
貢
献
性
か
ら
脚
光
を
浴
び
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
協
働
は
、

画
一
的
な
行
政
に
比
べ
、
市
民
の

　市では、協働のまちづくりを進めるため、市内で活躍する各種市民活動
団体を対象として、「市民活動団体意識・実態アンケート調査」を１２月１
日から実施します。今回の調査では、市民活動団体の定義を「趣味のサー
クルからＮＰＯ法人等までを含むあらゆる団体」としています。将来的に
は、市と協働して公共・公益実現を目指す協働のパートナーとなりうる市
民活動団体を総合的に把握し、その支援のあり方も視野に入れた、協働の
まちづくり推進の基礎的な情報基盤として整備したいと考えています。
　調査方法は、これまで市と関わりのあった団体に対してアンケート調査
票を郵送し、返送していただきます。また、本調査結果は統計的に処理
し、団体名などの基礎的内容については、各団体の意向を尊重し、データ
ベース化していきます。万一、お手元に届かないような場合にはご連絡を
お願いします。
　詳しくは生活文化課市民協働係�７０・７７３８へ。

　

▼
燃
や
せ
る
ご
み
…
本
町
二
丁

目
、
小
山
、
幸
町
、
前
沢
、
南
町
、

滝
山
、
下
里
、
柳
窪
、
野
火
止
、

八
幡
町
、
弥
生

　

▼
ト
レ
イ
…
前
沢
、
南
町
、
滝

　

市
で
は
、
二
ツ
塚
廃
棄
物
広
域

処
分
場
の
延
命
化
な
ど
、
環
境
問

題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
市
民
の

方
が
家
庭
で
せ
ん
定
し
た
庭
木
の

枝
の
回
収
を
試
行
的
に
行
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
回
収
は　

月
１
日
〜

１２

　

年
３
月　

日
の
期
間
で
実
施
し

１６

３１

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
排
出
さ
れ
た
枝
を
回

収
し
、
焼
却
処
分
を
行
わ
ず
に
た

い
肥
化
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
で
、
ご
み
の
減
量
を
図
る
も
の

で
す
。

　

回
収
対
象
は
、
市
民
の
方
ご
自

身
が
自
分
で
せ
ん
定
さ
れ
た
枝
で

　１５年度全国中学生人権作文コンテスト

東京都大会において、次の４名の方が入賞

されました。

　【努力賞】七五三掛祐樹（久留米中学校
３年）▽島崎直樹（同校３年）

　【多摩東人権協議会会長賞】吉田満里奈
（西中学校２年）▽丸山晃平（同校２年）

【敬称略】

　詳しくは広報課広聴担当�７０・７７０８へ。

　

人
権
と
は
、
人
々
が
生
存
と
自

由
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福

を
追
求
す
る
権
利
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
多
く
の
人
た
ち
と

か
か
わ
り
合
い
を
持
っ
て
生
き
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が

で
き
、
他
の
人
た
ち
と
共
に
み
ん

な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、

認
め
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

都
で
は
、
人
権
週
間
に
ち
な
み

次
の
通
り
催
し
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は　

月　

日
（
土
）

１２

２０

に
「
人
権
週
間
市
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
次
号

〜
あ
な
た
の
第
１
歩
が
東
久
留
米
を
変
え
ま
す

中
で
、情
報
の
集
約
・
提
供
機
能
と
、

市
民
活
動
や
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
く
機
能
を
併
せ
持
つ「（
仮

称
）
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
第
一
回
の
今
回
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
�
一
�
か
ら
東
久
留

米
の
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
具
体
的
な
設
置
に
向
け
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

最
初
の
一
歩
は
出
合
い
か
ら
。

�
水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
東

久
留
米
�
の
実
現
に
力
を
注
い
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
取

り
組
み
に
始
ま
り
、�
協
働
�
に

つ
い
て
の
基
調
講
演
、
そ
し
て
先

進
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
団

体
を
お
招
き
し
て
話
を
伺
い
ま

す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
土
）
午
後

１１

２９

２
時
〜
５
時

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　
【
内
容
】　

第
１
部
＝
「
こ
れ
ま

詳しくはごみ対策課�７３・２１１７へ。

　

月月　

日日（
休
）

（
休
）は
、
次
の

は
、
次
の

１１１１

２４２４

地
域
に
つ
い
て
一
部
品
目

地
域
に
つ
い
て
一
部
品
目

の
収
集
作
業
を
行
い
ま
す

の
収
集
作
業
を
行
い
ま
す

せ
ん
定
枝
の
回
収
を
試
行

せ
ん
定
枝
の
回
収
を
試
行

的
に
行
い
ま
す

的
に
行
い
ま
す

期
間
は

期
間
は　

月
１
日
〜

月
１
日
〜　

年年

１２１２

1616

３
月
３
月　

日日
３１３１

自
宅
（
会
社
、
店
舗
部
分
等
を
除

く
）
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
造
園

業
者
に
依
頼
し
て
せ
ん
定
し
た
枝

は
、
業
者
処
理
と
な
り
ま
す
の
で

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、草
・

落
葉
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

回
収
は
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

制
で
、
申
し
込
み
さ
れ
た
方
の
自

宅
ま
で
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　

１
回
の
申
し
込
み
で
出
せ
る
量

は
幹
の
太
さ
が　

㌢
㍍
以
内
、
長

１０

さ
が　

㌢
㍍
以
下
、
１
束
が　

㌢ 

５０

３０

㍍
以
下
の
束
で
５
束
ま
で
、
ま
た

は　

㍑
相
当
の
袋
で
５
袋
ま
で
と

４５
な
り
ま
す
。

　

今
回
試
行
的
す
る
せ
ん
定
枝
の

回
収
は
、
せ
ん
定
枝
の
数
量
把
握

や
回
収
・
処
理
方
法
の
調
査
を
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

今
後
数
回
に
分
け
て
回
収
を

行
っ
た
後
、
収
集
体
制
な
ど
が

整
っ
た
時
点
で
本
格
的
に
実
施
し

ま
す
。　

山
　

▼
粗
大
ご
み
…
申
し
込
ん
で
指

定
さ
れ
た
方

で
の
市
の
協
働
の
取
り
組
み
」、第

２
部
＝
基
調
講
演
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
」、

第
３
部
＝
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
の
事
例
報
告
、
第
４
部

＝
東
久
留
米
市
の
「
ま
ち
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
っ
て
？　

手
始
め
に
な
に
が
で
き
る
か
考
え

よ
う

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
定
員
】
１
６
０
名

　
【
講
師
・
出
演
団
体
】
①
基
調
講

演
者
＆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
立

教
大
学
大
学
院
教
授
の
中
村
陽
一

氏
②
パ
ネ
リ
ス
ト
２
団
体
＝
「
財

団
法
人
世
田
谷
区
都
市
整
備
公
社

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」、「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
千
葉
ま
ち
づ
く

り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

　
【
出
席
予
定
者
】
市
長
、
助
役
ほ

か
　

直
接
会
場
へ
。

　

※
手
話
通
訳
付
き
。
満
２
歳
以

上
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
あ

り
（　

月　

日
ま
で
に
申
し
込
み

１１

２０

を
）。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　
「
協
働
っ
て
最
近
よ
く
耳
に
す
る
け
れ
ど
何
だ
ろ
う
」、「
何
か
地
域
や
社
会
で
役
立
つ
こ

と
に
関
わ
っ
て
み
た
い
」。そ
ん
な
あ
な
た
の
思
い
や
考
え
を
一
緒
に�
か
た
ち
�に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の
活
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
に

は
、あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る�（
仮
称
）ま
ち
づ

く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
�設
置
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協
働
係
�　

・
７
７
３
８
へ

７０

　
【
日
時
】　

月　

日
（
金
）
午
後

１２

１２

１
時
半
〜
４
時　

分（
開
場
１
時
）

２０

　
【
会
場
】
福
生
市
民
会
館
（　

青
JR

梅
線
牛
浜
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

　
【
内
容
】
①
人
権
・
同
和
問
題
啓

発
映
画
の
上
映
②
新
垣
勉
氏
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
【
入
場
料
】
無
料　

「
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と 

映
画
の
つ
ど
い
」

　
【
日
時
】　

月
９
日
（
火
）
午
後

１２

１
時
半
〜
４
時　

分（
開
場
１
時
）

２０

　
【
会
場
】
江
戸
川
区
総
合
区
民

ホ
ー
ル（
都
営
地
下
鉄
新
宿
線「
船

堀
駅
」
駅
前
）　

　
【
内
容
】
①
人
権
、
同
和
問
題
啓

発
映
画
の
上
映
②
城
戸
真
亜
子
氏

に
よ
る
講
演

　
【
入
場
料
】
無
料　

「
講

演

と

映

画 

の
つ
ど
い
」

都
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト

　

詳
し
く
は
東
京
都
総
務
局
人
権

部
人
権
施
策
推
進
課
�　

・
３
８

０３

８
・
２
５
８
８
へ
。

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
総
務
部
総
務
課
庶

務
係
�　

・
７
７
１
４
へ
。

７０

（（（（（（（（（（（（
仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮
称称称称称称称称称称称称
））））））））））））まままままままままままま
ちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりり

（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り

ササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトト
セセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
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東
京
都
最
低
賃
金

　

東
京
都
最
低
賃
金
は
、　

月
１
日

１０

以
降
も
引
き
続
き
時
間
額
７
０
８

円
で
す
。
月
給
制
・
日
給
制
・
時
間

給
制
等
す
べ
て
に
「
時
間
額
」
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
京
労
働
局
賃
金
課

�　

・
３
８
１
４
・
５
３
１
１
へ
。

０３労  
災  
年  
金  
お  
よ  
び 

過
労
死
等
の
相
談

　

労
災
年
金
に
関
す
る
こ
と
の
ほ

か
、
働
き
過
ぎ
が
主
な
原
因
で
発
症

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
「
脳
・
心

臓
疾
患
」
等
の
治
療
を
さ
れ
て
い
る

方
、
ご
遺
族
か
ら
の
労
災
保
険
に
関

す
る
相
談
、
過
労
に
よ
る
う
つ
病
・

精
神
的
な
悩
み
等
で
の
労
災
保
険

の
適
用
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
電
話
・
面
談
・
手
紙
の

い
ず
れ
も
可
で
、費
用
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
相
談
場
所
・
電
話
番
号
】
財
団
法

人
労
災
年
金
福
祉
協
会
東
京
労
災

年
金
相
談
所
（
〒
１
６
２
―
０
８
２

１
、
新
宿
区
津
久
戸
町
３
ノ　

）
�

１１

　

・
３
２
６
９
・
１
１
８
２
、
過
労

０３死
等
相
談
は
�
０
１
２
０
・
６
０
３
・

１
１
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
【
実
施
時
間
】平
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

　

詳
し
く
は
同
相
談
所
へ
。

家
出
人
・
少
年
相
談

　

警
視
庁
育
成
課
で
は
、
少
年
の
家

出
や
非
行
問
題
な
ど
で
お
悩
み
の

方
に
電
話
ま
た
は
面
接
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
【
相
談
電
話
番
号
】①
警
視
庁
少
年

育
成
課
立
川
少
年
セ
ン
タ
ー
�
０

４
２
・
５
２
２
・
６
９
３
８
②
警
視

庁
少
年
育
成
課
保
護
相
談
係
�　

・
０３

３
５
９
２
・
１
６
４
０
③
ヤ
ン
グ
テ

レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
�　

・
３
５
８
０
・

０３

４
９
７
０

　
【
相
談
時
間
】
①
・
②
は
い
ず
れ
も

平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時　
１５

分
。
③
は
平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後

８
時
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時

　

詳
し
く
は
警
視
庁
少
年
育
成
課

保
護
相
談
係
�　

・
３
５
８
１
・
４

０３

３
２
１
へ
。
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
１
第
１
回
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

回
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生１５年度全国中学生
人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権作作作作作作作作作作文文文文文文文文文文ココココココココココンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテスススススススススストトトトトトトトトト人権作文コンテスト

東東東東東東東東東東京京京京京京京京京京都都都都都都都都都都大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会東京都大会でででででででででで４４４４４４４４４４名名名名名名名名名名ががががががががががで４名が入入入入入入入入入入賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞入賞

ごみ収集に
ご協力を

「市民活動団体意識・実態アンケート調査」
にご理解・ご協力を

１２１２月月４４日～１０日は人権週間日～１０日は人権週間

考えよう！ みんなの人権考えよう！ みんなの人権

「２１世紀は人権の世紀」「２１世紀は人権の世紀」


